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	兵庫県相談支援リーダー研修（兵庫県委託事業）
	スーパービジョン実践研修
	～人材育成と地域の相談支援体制強化プラン～
	研修の学びを現場の実践へ
	国の最前線を知る講師陣との計画づくり
	現場に持ち帰れる「熱」と「具体策」

	日時
	2027年1月25日 (月) 9:30～17:00
	場所
	こうべ市民福祉交流センター
	※詳細は裏面にあります
	講師紹介
	相馬 大祐 氏（長野大学 社会福祉学部　准教授）
	小川 陽 氏　（厚生労働省 障害保健福祉部　相談支援専門官）
	お問合わせ先
	兵庫県相談支援ネットワーク
	[事務局] 担当：神谷　宣・山下　香
	[メール] s-kamiya@k-shakyo.or.jp
	[電　話] 080-5222-9421
	　　　　※出来る限り、お問い合わせはメールでお願いいたします
	[備　考] 問い合わせ等は、事業所でなく必ず直接、神谷へお願いいたします


	期待される波及効果
	1.事業所・地域における「支援者を支えるシステム」の定着
	　受講した主任相談支援専門員が事業所内や地域で日常的なスーパービジョンを提供できる
	　ようになり、職員の安心感の醸成と「本人中心支援」の質の向上につながる。

	2.市町・圏域における「人材育成の循環」の実現

	　OFF-JT（リーダー研修）で学んだ人材が、各市町のOJTや研修企画の中核となり、地域で
	　経験を重ねた人材が次の支援者を育てていく循環構造が形成される。
	3.行政と専門職の協働による地域体制の強化
	　市町職員と主任相談支援専門員が共通のビジョンと施策の理解を持ってアクションプランを
	　実行することで、自立支援協議会や基幹相談支援センターを中心とした地域生活支援体制の
	　実効性が高まる。
	日時: 2027年1月25日 (月) 9:30～17:00 (受付開始 9:00)
	場所: こうべ市民福祉交流センター 2階 201号室（定員：200名）
	　　　住所.神戸市中央区磯上通3-1-32
	対象: 主任相談支援専門員　
	　　  市町障害福祉担当職員
	基幹相談支援センター職員
	相談支援専門員（現任研修修了者で主任未取得でも実質的な主任の役割を担っている方）
	基幹もしくは主任配置事業所管理者
	内容: 9:30-12:00  【講義・演習】スーパービジョン体制と実践技法
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講師：相馬大祐 准教授）
	　　  12:00-13:00 　休憩
	13:00-14:20 【行政講義】障害福祉施策の動向と主任相談支援専門員に期待される役割
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講師：小川陽 相談支援専門官）
	　　  14:20-14:30 　休憩
	14:30-16:00 【グループワーク】自地域における体制整備・人材育成アクションプラン策定
	16:00-17:00 【共有・評価】アクションプラン共有と講師陣講評
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助言：相馬大祐 准教授・小川陽 相談支援専門官）

	備考: 参加費       　無料
	　　  申込み方法　二次元コードより申し込み（  https://forms.gle/EqSFkzNr78aMZs7g7   ）
	　　  締め切り       2026年12月31日(木)まで
	　　　　　　　　　　※締め切り後、研修前までに研修資料をメールにて配布します。


